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【外皮性能】開口部の付属品と日射遮蔽物 

文書管理番号：1154-03 

Q.質 問  

外皮性能計算で、和室にある障子を開口部の計算対象にしたい。 

プラン図では建具を内障子付で配置しているが、外皮性能計算で障子の設定が適用されない。 

外皮性能計算で部材設定一覧の開口部に、「付属品」には「障子」、「日射遮蔽物」には「和障子」の２か

所に設定があるが、違いは何か？ 

A.回 答  

(外皮性能計算)で、開口部に障子を設定するには、「部材設定一覧」の「開口部」タブにある「付属

品」と「日射遮蔽物」の設定を切り替えます。 

＊ プラン図で引違（二重）を内障子付で入力した場合、3D パースに反映しますが、外皮性能計

算には反映しません。 

 

ここでは、 (外皮性能計算)で (部材一括変更)を行った後、「部材設定一覧」に表示された開口部

のうち、1 階南面にある和室の「窓」に障子を設定する方法を説明します。 

 

 

＊ 部材設定一覧の開口部タブでは、「付属品」の初期値は「なし」、「日射遮蔽物」の初期値は「ガ

ラスのみ」で設定されます。 

＊ 上図の部材設定一覧の画面は、「令和 3 年 4 月 1 日以降の仕様」で動作した場合の画面です。 

＊ (部材一括変更)では、「【Ａ】建具とガラスの組み合わせによる設定」を選択しています。 

障子を設定したい開口部 

障子を設定したい開口部の情報  

付属品 日射遮蔽物 
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【参考】計算方法の仕様について 

外皮性能計算は、「令和 3 年 4 月 1 日以降の仕様」（令和３年 4 月 1 日施行の「改正建築物省エネ

法」に準拠した計算方法）、「令和３年３月 31 日以前の仕様」（これまでの計算方法）の両方に対応

していますが、申請等には「令和 3 年 4 月 1 日以降の仕様」をご利用ください。 

計算方法の仕様は「設定」メニューより変更でき、どちらの仕様で動作しているかは、画面上部の

タイトルバーで確認できます。計算方法の仕様を変更すると、元の仕様で設定した外皮仕様や条件

を初期化し、計算内容がリセットされます。 

 

 

 

【注意】外皮仕様設定ツールのユーザー定義について 

外皮仕様設定ツールの内容は「令和３年４月１日以降の仕様」と「令和３年３月 31 日以前の仕様」

とで管理が異なります。 

「令和３年４月１日以降の仕様」で動作した際は、「令和３年３月 31 日以前の仕様」で追加したユ

ーザー定義の「材料」と「屋根、天井、外壁、床」の断熱仕様は、取り込みを行うと内容を引き継

いで使用できます。 

なお「基礎」の断熱仕様および「開口仕様」については、取り込みを行うことができません。「令和

３年４月１日以降の仕様」のユーザー定義で、新たに登録してご使用ください。 

  

【仕様の切り換え】 

「令和３年４月 1 日以降の仕様」で

動作中は「令和 3 年 3 月 31 日以前

の仕様に変更」と表示される 

【動作中の仕様】 
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操作手順 

操作手順は「令和３年４月１日以降の仕様」で説明しています。 

 

① 部材設定一覧で、障子を設定したい開口部の「付属品」をクリックし、プルダウンリストから「障

子」を選択 

 

 

  

② 障子を設定したい開口部の「日射遮蔽物」をクリックし、プルダウンリストから「和障子」を選択 

 

 

 

＊ 「付属品」「日射遮蔽物」のプルダウンリストに登録されている項目の詳細については、P.5「参

考：付属品と日射遮蔽物」をご覧ください。 

 

③ (外皮性能計算)または、計算結果画面の「再計算」をクリック 

＊ 「ツール」⇒「外皮性能計算」をクリックしてもかまいません。 

＊ 計算結果に反映されます。 図面出力結果の例は、P.4「参考：図面」をご覧ください。 

 

【注意】 

「付属品」は熱貫流率（UA 値）に、「日射遮蔽物」は日射熱取得率（ηAC 値・ηAH 値）にそれぞれ

影響しますので、内障子付の場合は、「付属品」と「日射遮蔽物」の 2 か所の設定を変更してくだ

さい。 

日射遮蔽物をクリックし和障子を選択 

 

付属品をクリックし障子を選択 
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参考：図面 

開口部に「付属品」「日射遮蔽物」を設定した場合、図面出力結果に反映されます。 

以下は「UA 値 ηAC 値計算表」「ηAH 値計算表」の図面例です。 

 

⚫ 「UA値 ηAC値計算表」 外皮平均熱貫流率（UA値）計算表 

＊ 「付属品」を設定すると、熱貫流率が補正した値で自動計算され、「外皮平均熱貫流率（UA 値）

計算表」に反映します。 

 

 

 

 

 

 

⚫ 「UA値 ηAC値計算表」 窓の日射熱取得量（冷房期） 

＊ 「日射遮蔽物」を設定すると、日射熱取得率が補正した値で自動計算され、「窓の日射熱取得量

（冷房期）」に反映します。 

 

 

⚫ 「ηAH値計算表」 窓の日射熱取得量（暖房期） 

＊ 「日射遮蔽物」を設定すると、日射熱取得率が補正した値で自動計算され、「窓の日射熱取得量

（暖房期）」に反映します。 

 

  

熱貫流率に補正値が反映 

日射熱取得率(補正前)ηに補正値が反映 

日射熱取得率(補正前)ηに補正値が反映 
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参考：付属品と日射遮蔽物 

国立研究開発法人建築研究所の「平成 28 年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に

関する技術情報（住宅）」では、窓の熱貫流率、日射熱取得率の補正として、開口部に建築的に設置され

るものだけが対象となります。 

A's（エース）の外皮性能計算では、開口部の「付属品」「日射遮蔽物」に以下の項目を登録しています。

共通する項目は障子のみです。 

 

⚫ 付属品  

断熱性能に効果があるものとして、「シャッター若しくは雨戸」「障子」「熱的境界の外部に存する風

除室」が設定できます。設定後、熱貫流率の算定の補正に適用されます。（⇒UA 値） 

 

 

⚫ 日射遮蔽物   

日射遮蔽性能に効果があるものとして「和障子」と「外付ブラインド」が設定できます。設定後、

日射熱取得率の算定の補正に適用されます。（⇒ηAC 値・ηAH 値） 

＊ 平成 11 年省エネルギー基準とは異なり、レースカーテン・内付けブラインドは対象外です。 

 

 


